
アイディアと技術力の
ものづくりパートナー

ニットーの
ひみつ

人気上昇中！
ヌンチャク系 iPhone ケース
「トリックカバー」

…は？
工場！？

は !?
金型屋ぁぁ!?

何で金型屋と
iPhone カバーのデザインが
関係あるんだよ！！！

え、あの、ほら！
この「トリックカバー」って、
金属で出来てるじゃないですか！
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オイ！今日は製造側じゃなくて
開発側への取材だろ！

早くニットーさんに行って、
トリックカバーの誕生ヒストリーを
聞きにいくぞ！

いえ、合ってるっす！
ここが金型屋のニットーさんっす！

さて！今日はこの
「トリックカバー」を
生み出した会社

ニットーさんに
来ています！
さっそく中を
のぞいてみましょ～！

マンガSTART !
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金型のことなら
私がご説明
しましょう！

例えば車や家具などの
あらゆる製品は、
いくつもの部品の組み合わせで
できてますよね

「部品」の質が悪ければ、組み上がった製品がガタガタになったり、
動きのかみ合わせが悪くなるので、良い製品ができませんよね？

イェス！

つまり、製品の精度は
「金型の精度」で決まるんですよ！

金属の「素材」を、
製品の「部品」に変えるのが
金型なんです

金型というのは、
金属の部品を作るための
「型」です 部品を作る「型」？

はっ！社員の方！
こ、こんにちは！

まぁ…金型ってのが
何なのかは、
よく知らないっすけど！

知らない
のかよ！

ニットーさんは
金属加工ができる会社で、

自社製品として開発されたのが
トリックカバーなんですよ！

型がいびつだったり
ガタガタだったら…
車なんかコワイですね～

それで、え～っと…
ニットーさんの
金型は…
大丈夫なんですよね？

そう
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一般的に製造業とは
「試作屋」「金型製作屋」「量産屋」の
3つのどれかなんです

ニットーは、他社では
加工が不可能な厚さの
金属も加工できます

さらに、材質だって
色んなものが可能です！

さらに！ニットーは、
品質の高い金型を
作れるだけじゃないんです !

製品の設計から量産まで
「トータルで」できるんです！

え～っと…そうですよね。
普通に考えれば当たり前なんですが、

業界的には、「トータル」は
当たり前じゃないんです
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フフフ…

まず、厚み。この厚みを加工するには、
特殊な機械と技術が要りますし、

素材も５種類以上の素材に対応するだけの
体制を整えなくてはいけません

ん！？トータルって、
当たり前じゃないですか？

へぇ～
どれかに限ってるんですねぇ～
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でもニットーは、その３つはもちろん、
さらにその前の「設計」からもできるんですよ

文字通り、製品開発の０から１００まで
全ての工程をニットーだけで
完結することが可能です！
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でも、何でわざわざ
全部やるんですか？

それぞれ専門の会社が
あるなら、それで
いいじゃないですか？

えーーっ！
めんどくさぁ～！！

１つの製品を作るとき、
普通は、工程ごとの
会社に発注します

工程ごとに会社が違うのは
発注者としては面倒なんですよ

また何か問題が起きたとき、
「どの工程が原因か」と、根源を
突き止めるのも少し難しくなります

当然、会社が分かれれば分かれるほど、
発注する側の仕事は増えてしまいます

# ␠
⸳⸘

$␠
㊄ဳ

&␠
㊂↥

%␠
⹜

⊒ᵈ ⊒ᵈ ⊒ᵈ ⊒ᵈ

#␠
⸳⸘

$␠
㊄ဳ

&␠
㊂↥

%␠
⹜

ߦ㧩ຠࠇ

ਇౕวࠆ߇

̖ߤߌߛࠎ

߾ߓ࠴࠙
ߔߢߥ

߾ߓ࠴࠙
ߔߢߥ

߾ߓ࠴࠙
ߔߢߥ

߾ߓ࠴࠙
ߔߢߥ

それぞれの会社が
「工程ごとの考え」をするため、
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余分なコストがかかったり、
という事態も起こりやすいんです理想の製品と

かけ離れてしまったり、
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高品質な金型を製作しています。
幅広い種類の素材や厚みにも対応できます。

設計から量産まで、製作に関わるすべてを
ニットー内で行なうことができます。

製品開発のパートナーとして
柔軟にご対応することができます。

ヒストリー編に続く！

ニットーのココがスゴイ！

そういうわけで、
一貫生産ができるニットーは、

お客様の共同開発者というポジションで
仕事をすることができてるんです！

おそらく、ここまで一貫して
携われる会社は、日本では
１％に満たないと思います

フフフ…
さらなるヒミツが
あるんですよ

へ～！それじゃあ、何か作りたい時は
まずニットーさんに
相談するだけで良いってことでしょ！
めっちゃ便利ぃ～♪

そういう会社って
どれくらい
あるんですか？

またまたぁ～
本当ですかぁ？

どうして
ですかぁ！？

1% !?

工程ごとに発注するより、
すべてをトータルで進めた方が、
こういった問題がすべて
クリアできます

当然、納期も早くなるし、
効率化によりコストも
大幅に下げることができるんです！

ニットーに相談して
いただければ、

無駄なコストを省きながら
それぞれに合った
ベストなプランを
ご提案しますよ！
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創業当初は、「金型屋」として、
おつきあいのある会社から
金型の製作を頼まれ、
作っていました

創業者は
金型だけではなく、

言われた仕事は
とにかく全部受けていた
みたいです

特に、自動車部品を頼まれることが多く、
その金型を中心にひたすら製作

そうして、知らぬ間に
金型の技術が他社よりも
ついていたようです

へぇ～っ！

あっ、それが今の
高い技術の
ルーツなんですね！

伏見製作所が
「会社やめたい」って
言ってるらしいぞ！

ニットーさ～ん！そんなある日…

ニットーは 1967年に、
横浜市磯子区からはじまりました

え～！？
伏見さんとこが！？

社長が入院しちゃって、
奥さんが看病と慣れない経営で
大変なんだってよ

そうなのかぁ～
何かできること…なんでまた !?

仕事順調じゃん

～ヒストリー編～

ニットーの
ひみつ
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そういえば、
近くの田辺製作所が
工場をたたむって聞いたよ

土地、空くん
じゃない？

実際にその工場を
訪問してみると、

建物・技術・設備
すべて申し分ない状態で
営業していました

伏見製作所は量産加工から
組立までの仕事を
長年行なっていて、

だんだん
仕事が増えてきたし、
そろそろ工場を
広げたいんですよ～

ええっ？

どこか良い土地
無いですかね？

当時はまだ「M&A」という
言葉のない時代でしたが

「人から言われたことは何でも受け入れる」
という創業者の性格がここにも影響し、

伏見製作所を
吸収合併することを決意

伏見製作所の技術と
ニットーが元々持っていた
技術が融合すると

ははぁ～なるほど
お互いにメリットに
なったんですね～

出来ることの幅が
グ～ンと広がることとなりました
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また、出来ることの幅が広がることで
さまざまな提案が可能になり…

自然と、お客様の幅も
広がっていきました

ニットー側としても
短期間で設備と人材を獲得でき、
大幅なレベルアップに
繋がったのです

この合併で、伏見製作所の
従業員の雇用を守ることもでき、

その翌年――
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こりゃあ、
せっかくの設備や技術が
もったいないぞ！！
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田辺製作所のお客様に対して
ニットーの技術で提案できることがあり

反対に、ニットーのお客様にも
新しく提案できることが増えて、
双方に良い効果が生まれました

うちの工場、
僕が 60歳になったら
たたもうと思ってるんだよね～

よかったら
ニットーさんやるかい？

ええ～っ！？

まあ、前例もあるし、
小池さんの工場も
しっかりしてるし、大丈夫か！

技術者や、そのお客様と
くわしく話をしたうえで、田辺製作所の
事業の引き継ぎを決意したのです

実際の工場を見て
こう感じたニットーは、

さらに、その3年後…

というわけで、ひょんなことから
小池慎一製作所も引き継ぐことに決定

技術も、設備も、人材も
すべて引き継ぎ、

先の2社の時と同じように
技術力も拡大することが
できたのでした

ここでもまた、
技術の融合がありました 2 年間で一気に

拡大したって感じですね

えっ!?
まさか！

はい、でも
ここで終わりじゃ
ないんですよ
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は、半年も！？

そっか～、それじゃあ
幅広い技術力を持っていても
お客さん側はなかなか
気づけないですよね

え？
どうして？

おお！
それがこの
工場ですね

こうして、4つの会社が
１つになったニットーは

ただ…工場が１つに
なったからといって
すぐにはうまく
いきませんでした

4社それぞれのやり方があり、
意見のぶつかり合いは頻繁で

会社は 1つでも、
社員たちの心は
バラバラだったんです

そうなんです
でも、それだけ長い時間をかけて
自分たちで作り上げたものだからこそ

従来は、良い品物を納めれば
それが次の仕事に繋がっていたので

特に会社を PRをする必要が
ありませんでしたからね
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みんなの心がひとつに
なったんですよ！

全員の足並みを揃えて
1つの会社として再出発するため、

まず私たちは、社員みんなで
企業理念を作りました

2010年に引っ越しをして
工場も1つになりました

じっくり時間をかけて様々なことを語り合い、
企業理念として完成するまでには
半年かかりました̶̶

自分たちの強みや提供できる価値が、
実は、お客様側にはあまり伝わって
いなかったんです

工場が統一されたことで
浮かび上がってきた課題がもう1つ



もしかして
それがこの…

なぁる
ほどぉ！！

このままではいけない！
もっともっと、
自分たちの強みや
会社のことを伝えていこう！
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設計の前の製品企画や、
作った後の販売までやってみることに
したのです

このプロジェクトをきっかけに、
クラウドファンディング、プレスリリース、
講演など　色々なことをやり始め

メディアに取り上げられることも増えて、
会社の情報をお客様に伝えていく上での
追い風になっています

また、このことは、
従業員のモチベーションにも
繋がっています

出身がバラバラだった社員たちに
一体感が生まれ

ニットーという１つの船で同じ方へ
向かえるようになったのです

そんな想いから、インターネットや展示会等で
情報発信しはじめると同時に、
総合力を活かした活動として
1つのプロジェクトを立ち上げました

そう、
自社製品の第一号が
この iPhone ケース
「トリックカバー」
なんです

߇ߩ߽ࠆ߈ߢࠄ߇ߥߺߒᭉޔߩ߽ߒ߶߇ಽ⥄ࠄߥߊ߆ߞߖ
ߨࠃ

㧋ࠎ߁ࠎ߁

2013ᐕߪߦ
ᣂ⡞  㔀 �� ᇦޔ
ࡆ࠹ �� ޔ⚵⇟ 9GD��� ⸥ߦ
ขࠅߚߒ߹ࠇࠄߍ㧋

っというわけで！
この「トリックカバー」の
生みの親、ニットーさんは

日本で唯一、０から100まで
何でもできる
「ものづくり」のエキスパート
なのでしたぁ～～～！

ご興味を持たれた方は、
ぜひ一度、工場見学に
いらしてください！

スタッフ一同、
お待ちしてま～す！

幅広い技術力と
スタッフ同士の
強い結びつき…

このような
歴史があっての
ものだったんですねえ～
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